
(1)

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
迫
る
な
か
、
１１

月
１０
日
（
土
）
に
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験

講
座
「
＊
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
の
大
会
を
み

に
い
こ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
一
橋

大
学
大
学
院
生
で
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
研

究
を
さ
れ
て
い
る
川
田
幸
生
さ
ん
に
、

参
加
者
の
様
子
を
ふ
ま
え
て
、
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

＊
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
と
は
、
目
隠
し
を
し
て
鈴

入
り
の
ボ
ー
ル
を
転
が
す
よ
う
に
投
球
し
合

い
、
ゴ
ー
ル
を
競
う
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
。

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
を
参
加
し
や
す
い

よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、

１
か
ら
ル
ー
ル
が
考
案
さ
れ
た
も
の
な

ど
、
背
景
は
様
々
で
す
。
共
通
し
て
言

え
る
こ
と
は
、
し
ょ
う
が
い
が
あ
る
こ

と
が
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
こ
と
の
障

壁
に
な
ら
な
い
ル
ー
ル
設
計
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
の
魅
力
と
は
？

普
段
の
生
活
に
は
音
が
あ
ふ
れ
て
お

り
、
無
音
で
あ
る
空
間
は
意
図
的
に
作

ら
な
い
と
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ

ー
ル
ボ
ー
ル
で
は
ア
イ
シ
ェ
ー
ド
（
目

隠
し
）
を
装
着
し
、
音
を
聞
き
取
る
た

め
に
集
中
し
ま
す
。
チ
ー
ム
内
で
の
声

掛
け
、
相
手
を
混
乱
さ
せ
る
た
め
の
フ

ェ
イ
ン
ト
の
音
、
い
く
つ
も
の
音
が
コ

ー
ト
内
で
奏
で
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
動

い
て
い
る
音
は
ど
ん
な
音
か
？
相
手
選

手
の
音
は
ど
ん
な
音
か
？
プ
レ
イ
す
る

側
も
応
援
す
る
側
も
音
に
注
目
し
て
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ア
イ
シ
ェ
ー

ド
は
装
着
す
る
と
光
も
入
ら
な
く
真
っ

暗
。
コ
ー
ト
に
入
っ
て
い
る
み
ん
な
が

際
に
プ
レ
イ
し
て
観
戦
す
る
こ
と
で
考

え
る
こ
と
、
把
握
す
る
こ
と
が
多
く
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
こ
と
を
感
じ
た
。

興
味
深
い
体
験
で
あ
っ
た
。

○
（
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
）
止
め
た
時
に

強
い
ボ
ー
ル
と
弱
い
ボ
ー
ル
の
止
め
方

が
違
っ
て
い
て
難
し
か
っ
た
。

〇
試
合
を
観
戦
し
て
、
男
子
の
ボ
ー
ル

は
勢
い
も
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
時
に
痛

そ
う
。
ゴ
ー
ル
時
に
は
歓
声
も
上
が
り
、

競
技
と
し
て
も
楽
し
そ
う
で
あ
っ
た
。

　

次
回
「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
座
」

は
、
１
月
１２
日
（
土
）
に
開
催
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
５
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

同
じ
条
件
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
し
ょ

う
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
一
緒
に

プ
レ
イ
で
き
る
の
も
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
の

魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

講
座
参
加
者
の
感
想

１１
月
１０
日
に
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講

座
「
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
の
大
会
を
み
に
い

こ
う
」
が
実
施
さ
れ
、
秋
晴
れ
の
中
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
川
田
さ
ん
と
と

も
に
東
京
都
多
摩
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
（
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
内
）
へ

試
合
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
以
下
参
加

者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
感
想
で
す
。

○
ボ
ー
ル
を
転
が
す
と
い
う
単
純
な
ゲ

ー
ム
か
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
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国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会
（
以
下
、

公
運
審
）
は
、
市
民
や
専
門
家
な
ど
で

構
成
さ
れ
、
２
年
間
の
任
期
で
月
１
回

定
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
公
民
館
に

市
民
の
声
を
反
映
す
る
た
め
の
会
で
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

は
じ
め
に

第
３１
期
公
運
審
は
、
委
員
１５
名
（
社

会
教
育
活
動
団
体
か
ら
の
推
薦
者
１１
名
、

学
識
経
験
者
２
名
、
学
校
教
育
の
関
係

者
１
名
、
家
庭
教
育
の
関
係
者
１
名
）

で
、
う
ち
前
３０
期
か
ら
継
続
の
委
員
は

１０
名
（
う
ち
１
名
は
途
中
交
代
）、
初

め
て
の
委
員
は
５
名
で
し
た
。

２
０
１
６
年
１１
月
の
第
１
回
定
例
会

で
教
育
長
よ
り
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、

正
副
委
員
長
、
各
種
担
当
を
選
任
（
留

任
含
む
）
し
ま
し
た
。
続
く
第
２
・
３

回
で
は
、
学
識
委
員
の
副
委
員
長
を
講

師
に
研
修
を
行
い
、
公
民
館
の
歴
史
・

目
的
、
相
互
教
育
の
重
要
性
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。
ま
た
、
関
連
法
令
資
料
の

配
付
を
受
け
た
り
、
以
降
の
定
例
会
で

も
随
時
、
館
長
よ
り
当
該
年
度
の
実
施

事
業
・
予
算
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

﹁
ふ
り
か
え
る
会
﹂へ
の
取
り
組
み

第
６
～
８
回
（
４
～
６
月
）
に
は
、

前
第
３０
期
答
申
「
国
立
市
公
民
館
の
事

業
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
読
み

合
わ
せ
を
行
い
、
事
業
評
価
に
つ
い
て

議
論
を
行
い
ま
し
た
。
７
月
、
館
長
よ

り
、
答
申
で
示
さ
れ
た
提
案
の
一
つ
、

「
公
民
館
活
動
を
ふ
り
か
え
る
会
―
公

民
館
研
究
集
会
の
取
り
組
み
」
の
具
体

化
に
向
け
た
協
議
と
実
施
・
運
営
を
お

願
い
す
る
、
と
の
提
案
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
公
運
審
は
年
内
実
施
を
目
標
に
世

話
人
４
人
を
選
出
し
、
具
体
化
に
向
け

て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
企
画
の
ね
ら

い
と
し
て
、
よ
り
よ
い
事
業
企
画
・
運

営
の
た
め
に
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
て

「
研
究
す
る
」
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、

事
業
の
価
値
や
課
題
を
言
葉
に
し
て
共

有
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
１
月
７
日
、「
み
ん
な

で
話
そ
う
公
民
館
講
座
―
市
民
と
職
員

で
『
学
び
』
を
ふ
り
か
え
る
会
―
」
を

開
催
し
ま
し
た
（
公
民
館
だ
よ
り
３
月

号
に
開
催
報
告
を
掲
載
）。
主
催
講
座

か
ら
４
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
講
座

担
当
職
員
に
よ
る
ふ
り
か
え
り
の
後
、

参
加
者
も
提
示
さ
れ
た
観
点
を
基
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
開
催
後

は
世
話
人
会
や
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
公
運

審
委
員
に
よ
る
ふ
り
か
え
り
の
作
業
を

経
て
、
公
運
審
で
今
後
に
ど
う
つ
な
げ

る
か
等
の
議
論
を
行
い
ま
し
た
が
、
十

分
な
時
間
が
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
記
録
集
と
し
て
冊
子
を
作
成
し
ま

し
た
。
ふ
り
か
え
る
会
の
結
果
を
次
年

度
以
降
の
事
業
運
営
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ふりかえる会では熱心な議論が行わ
れました。

人
事
体
制
に
関
す
る
要
望
書
の
提
出

公
民
館
の
事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

充
実
し
た
職
員
体
制
こ
そ
が
柱
と
な
り

ま
す
。
近
年
、
国
立
市
公
民
館
で
は
、

正
規
職
員
定
数
の
減
少
、
職
員
の
短
期

間
で
の
異
動
、
事
業
の
中
核
を
担
う
専

門
性
の
高
い
職
員
の
異
動
・
退
職
が
あ

り
ま
し
た
。

自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

民
が
学
び
合
い
、
公
民
館
を
中
心
と
し

て
地
域
に
そ
の
輪
が
広
が
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

第
３１
期
公
民
館
運
営
審
議
会

富
田
和
枝
（
委
員
長
）、大
串
隆
吉
（
副

委
員
長
）、
今
村
和
義
、
大
井
利
雄
、

川
田
幸
生
、
鈴
木
直
文
、
高
木
裕
子
、

龍
野
瑤
子
、
鴇
田
美
緒
、
深
川
彌
生
、

古
旗
真
幸
、
間
瀬
英
一
郎
、
三
好
紀
子
、

若
林
秀
一
（
２
０
１
８
年
３
月
ま
で
宮

脇
聡
）、
和
智
裕
貴

・�

東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
委
員
部

会
委
員　

大
井
利
雄

・
「
公
民
館
だ
よ
り
」
編
集
研
究
委
員

川
田
幸
生
、
高
木
裕
子
、
鴇
田
美
緒

・
社
会
教
育
学
習
会
担
当

龍
野
瑤
子
、
古
旗
真
幸
、
三
好
紀
子

・
社
会
教
育
委
員
の
会
委
員

間
瀬
英
一
郎

 

    

 

 

     

第
３１
期　

公
民
館
運
営
審
議
会

活
　
動
　
の
　
ま
　
と
　
め

︵
任
期　

２
０
１
６
年
１１
月
１
日
か
ら
２
０
１
８
年
１０
月
３１
日
ま
で
︶

第
₃₁
期
公
運
審
　
活
動
記
録

１６
・
１１
・
８　

［
第
１
回
定
例
会
］
委
嘱
状
伝
達
。
委
員
長
、
副
委
員
長
選
出
。

　
　
　
　

公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
、
社
会
教
育
学
習
会
担
当
を
選
出
。

１２
・
１３　

［
第
２
回
定
例
会
］
委
員
研
修
「
公
民
館
が
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
」。

１７
・
１
・
１０　

［
第
３
回
定
例
会
］
委
員
研
修
「
公
民
館
が
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
」。

　
　
　
　
　
　

「
国
立
市
公
民
館
の
職
員
体
制
に
関
す
る
要
望
書
（
案
）」
を
検
討
。

１
・
１９　

「
国
立
市
公
民
館
の
職
員
体
制
に
関
す
る
要
望
書
」を
市
長
、教
育
長
に
提
出
。

１
・
２１　

第
５３
回
東
京
都
公
民
館
研
究
大
会
。
委
員
６
名
参
加
。

２
・
１４　

［
第
４
回
定
例
会
］
前
半
、
市
民
に
と
っ
て
望
ま
し
い
館
長
・
職
員
体
制
に

つ
い
て
教
育
長
と
意
見
交
換
。
そ
の
後
、
国
立
市
公
民
館
処
務
規
則
第
３
条

に
つ
い
て
議
論
。

３
・
３０　

［
第
５
回
定
例
会
］
第
３０
期
答
申
「
国
立
市
公
民
館
の
事
業
評
価
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
。
次
期
社
会
教
育
委
員
の

会
委
員
を
選
出
。

４
・
１１　

［
第
６
回
定
例
会
］
第
３０
期
答
申
に
つ
い
て
読
み
合
わ
せ
を
行
い
、
副
委
員

長
よ
り
解
説
。

４
・
１９　

東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会（
以
下
、都
公
連
）総
会
。
委
員
２
名
出
席
。

５
・
９　

［
第
７
回
定
例
会
］
第
３０
期
答
申
に
つ
い
て
前
期
か
ら
の
委
員
よ
り
説
明
。

職
員
の
意
見
も
聴
く
。「
国
立
市
公
民
館
と
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研

究
科
と
の
社
会
連
携
に
関
す
る
覚
書
」
に
つ
い
て
館
長
よ
り
説
明
。

６
・
１３　

［
第
８
回
定
例
会
］
２９
年
度
事
業
計
画
と
予
算
、
２８
年
度
事
業
の
報
告
。
社

会
教
育
学
習
会
よ
り
第
３０
期
答
申
の
提
案
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
結

果
を
報
告
、
意
見
交
換
。

７
・
１１　

［
第
９
回
定
例
会
］
第
３０
期
答
申
で
提
案
さ
れ
た
「
公
民
館
活
動
を
ふ
り
か

え
る
会
」（
以
下
、「
ふ
り
か
え
る
会
」）
の
実
施
に
つ
い
て
館
長
よ
り
提
案
。

年
内
実
施
と
し
、
世
話
人
会
発
足
。

８
・
８　

［
第
１０
回
定
例
会
］「
ふ
り
か
え
る
会
」
の
実
施
に
つ
い
て
、
世
話
人
会
が

企
画
協
議
内
容
を
提
案
、
全
体
で
検
討
し
確
認
。

８
・
２９　

ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て
「
プ
レ
ふ
り
か
え
る
会
」
を
実
施
。
委
員
有
志
が
参
加
。

９
・
２　

都
公
連
委
員
部
会
研
修
会
（
講
師
・
永
田
浩
三
氏
）。
委
員
３
名
参
加
。

９
・
１２　

［
第
１１
回
定
例
会
］「
プ
レ
ふ
り
か
え
る
会
」
の
結
果
を
も
と
に
「
ふ
り
か

え
る
会
」
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
検
討
。

１０
・
１０　

［
第
１２
回
定
例
会
］「
ふ
り
か
え
る
会
」
の
内
容
、
タ
イ
ト
ル
、
進
め
方
な

ど
を
検
討
。
文
部
科
学
省
再
編
の
動
き
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

１１
・
１４　

［
第
１３
回
定
例
会
］「
ふ
り
か
え
る
会
」
の
会
の
目
的
・
観
点
等
、
案
内
文

に
つ
い
て
検
討
。

１２
・
１２　

［
第
１４
回
定
例
会
］「
ふ
り
か
え
る
会
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
検
討
。「
国
立
市

公
民
館
の
職
員
体
制
の
充
実
を
求
め
る
要
望
書
（
案
）」
を
協
議
。
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公
運
審
で
は
、
人
事
異
動
時
期
を
前

に
し
た
、
２
０
１
７
年
１
月
、
２
０
１

８
年
１
月
に
、
教
育
長
・
市
長
に
要
望

書
提
出
と
面
談
を
行
い
、
公
民
館
職
員

体
制
の
充
実
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
職

員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、
公
民
館
事
業

の
独
自
性
と
職
員
の
役
割
に
十
分
配
慮

し
、
専
門
性
、
資
格
、
経
験
等
を
考
慮

し
て
く
だ
さ
い
、
人
事
に
つ
い
て
は
、

公
民
館
事
業
の
後
退
・
停
滞
を
も
た
ら

さ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
、
等

を
要
望
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
２
０
１
８
年
度
の
国

立
市
職
員
募
集
で
１０
数
年
ぶ
り
に
社
会

教
育
の
専
門
資
格
を
も
っ
た
職
員
の
募

集
が
な
さ
れ
、
４
月
に
は
公
民
館
に
１

名
が
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
の
置
か
れ
た
状
況
に�

対
し
て
学
習
会
等
の
開
催

文
部
科
学
省
は
２
０
１
８
年
１０
月
１６

日
、大
き
な
組
織
再
編
を
実
施
し
、「
社

会
教
育
課
」
の
名
称
を
廃
止
し
、「
地

域
学
習
推
進
課
」
に
統
合
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、

公
民
館
・
図
書
館
・
博
物
館
な
ど
社
会

教
育
施
設
の
所
管
を
教
育
委
員
会
か
ら

首
長
部
局
に
移
管
す
る
検
討
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
公
運
審
が
企
画
す
る
社
会
教

育
学
習
会
で
、
二
度
（
２
０
１
８
年
２

月
８
日
、
８
月
９
日
）、
講
師
を
招
い

て
学
習
会
を
開
催
し
、
定
例
会
で
意
見

書
の
提
出
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
立
市
で
は
現
在
、「
国
立

市
生
涯
学
習
振
興
・
推
進
計
画
」
を
策

定
中
で
す
。
公
運
審
で
は
、
社
会
教
育

委
員
の
会
委
員
の
報
告
を
受
け
た
り
、

前
年
度
出
さ
れ
た
社
会
教
育
委
員
の
会

の
答
申
の
読
み
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
委
員
部

会
委
員
か
ら
は
、
毎
回
、
他
市
の
公
民

館
の
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

国
立
市
公
運
審
と
し
て
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
公
民
館
の
よ
り
よ
い
姿
を
追
求

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

公
運
審
を
め
ぐ
っ
て

２
０
１
８
年
２
月
定
例
会
で
「
館
長

人
事
に
つ
い
て
公
運
審
の
意
見
を
聴

く
」（
国
立
市
公
民
館
処
務
規
則
第
３

条
）
に
関
し
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
際
の
傍
聴
者
の
発
言
を
め
ぐ
っ
て

議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
だ
よ
り
７００
号
記
念
記
事
（
２

０
１
８
年
６
月
号
）
に
対
し
て
、
市
民

団
体
よ
り
の
抗
議
文
、
市
民
個
人
よ
り

の
手
紙
を
公
運
審
等
宛
て
に
い
た
だ
き

ま
し
た
。
編
集
研
究
委
員
会
か
ら
、
抗

議
文
の
内
容
に
は
疑
問
が
あ
る
と
の
検

討
結
果
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

お
わ
り
に

公
運
審
の
定
例
会
は
、
し
ば
し
ば
議

論
が
白
熱
す
る
ほ
ど
活
発
で
す
。
毎
回
、

市
民
の
方
々
も
傍
聴
に
こ
ら
れ
、
心
強

い
存
在
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
市

民
が
学
び
合
い
、
公
民
館
を
中
心
と
し

て
地
域
に
そ
の
輪
が
広
が
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

第
３１
期
公
民
館
運
営
審
議
会

富
田
和
枝
（
委
員
長
）、大
串
隆
吉
（
副

委
員
長
）、
今
村
和
義
、
大
井
利
雄
、

川
田
幸
生
、
鈴
木
直
文
、
高
木
裕
子
、

龍
野
瑤
子
、
鴇
田
美
緒
、
深
川
彌
生
、

古
旗
真
幸
、
間
瀬
英
一
郎
、
三
好
紀
子
、

若
林
秀
一
（
２
０
１
８
年
３
月
ま
で
宮

脇
聡
）、
和
智
裕
貴

・�

東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
委
員
部

会
委
員　

大
井
利
雄

・
「
公
民
館
だ
よ
り
」
編
集
研
究
委
員

川
田
幸
生
、
高
木
裕
子
、
鴇
田
美
緒

・
社
会
教
育
学
習
会
担
当

龍
野
瑤
子
、
古
旗
真
幸
、
三
好
紀
子

・
社
会
教
育
委
員
の
会
委
員

間
瀬
英
一
郎

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

１８
・
１
・
７　

「
み
ん
な
で
話
そ
う
公
民
館
講
座
―
市
民
と
職
員
で
『
学
び
』
を
ふ
り
か
え

る
会
―
」
を
開
催
。
委
員
１５
名
参
加
。

１
・
９　

［
第
１５
回
定
例
会
］「
ふ
り
か
え
る
会
」
の
実
施
後
の
意
見
交
換
。「
国
立
市

公
民
館
の
職
員
体
制
の
充
実
を
求
め
る
要
望
書
（
案
）」
を
検
討
。

１
・
２５　
「
国
立
市
公
民
館
の
職
員
体
制
の
充
実
を
求
め
る
要
望
書
」を
教
育
長
に
提
出
。

２
・
３　

第
５４
回
東
京
都
公
民
館
研
究
大
会
。
委
員
４
名
参
加
。
第
２
課
題
別
分
科
会

で
国
立
市
の
取
り
組
み
「
ふ
り
か
え
る
会
」
の
報
告
を
行
う
。

２
・
８　

「
国
立
市
公
民
館
の
職
員
体
制
の
充
実
を
求
め
る
要
望
書
」
を
市
長
に
提
出
。

社
会
教
育
学
習
会
「
ど
う
す
る
社
会
教
育
―
社
会
教
育
法
・
生
涯
学
習
施
策

の
あ
ゆ
み
と
文
部
科
学
省
の
２
０
１
８
年
機
構
改
革
の
行
方
」（
講
師
・
長

澤
成
次
氏
）
を
開
催
。

２
・
１３　

［
第
１６
回
定
例
会
］
前
半
、
市
民
に
と
っ
て
望
ま
し
い
館
長
・
職
員
体
制
に

つ
い
て
教
育
長
と
意
見
交
換
。
そ
の
後
、
国
立
市
公
民
館
処
務
規
則
第
３
条

に
つ
い
て
議
論
。

３
・
２７　

［
第
１７
回
定
例
会
］「
ふ
り
か
え
る
会
」
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
議
論
。

傍
聴
者
発
言
に
つ
い
て
議
論
。
東
京
都
公
民
館
研
究
大
会
課
題
別
集
会
に
つ

い
て
職
員
よ
り
説
明
。

４
・
１０　

［
第
１８
回
定
例
会
］「
ふ
り
か
え
る
会
」
の
ま
と
め
に
つ
い
て
検
討
。
傍
聴

者
発
言
に
つ
い
て
議
論
。
第
３１
期
「
活
動
の
ま
と
め
」
日
程
等
を
確
認
。

４
・
２０　

都
公
連
総
会
。
委
員
２
名
出
席
。

５
・
８　

［
第
１９
回
定
例
会
］
傍
聴
者
発
言
に
つ
い
て
議
論
。
３０
年
度
の
主
催
事
業
と

予
算
を
館
長
よ
り
説
明
。「
ふ
り
か
え
る
会
」
の
ま
と
め
方
お
よ
び
記
録
集

の
提
案
に
つ
い
て
討
議
。

６
・
１２　

［
第
２０
回
定
例
会
］２９
年
度
事
業
報
告
を
館
長
よ
り
説
明
。「
ふ
り
か
え
る
会
」

の
記
録
集
に
つ
い
て
討
議
。
２２
日
、
委
員
有
志
が
記
録
の
読
み
合
わ
せ
を
実

施
。

７
・
１０　

［
第
２１
回
定
例
会
］
社
会
教
育
学
習
会
の
企
画
に
つ
い
て
報
告
、
確
認
。
公

民
館
だ
よ
り
７００
号
へ
の
抗
議
文
等
報
告
。「
ふ
り
か
え
る
会
」
の
記
録
集
の

内
容
提
案
、検
討
、各
グ
ル
ー
プ
討
議
を
参
加
委
員
が
ま
と
め
る
こ
と
に
決
定
。

８
・
９　

社
会
教
育
学
習
会
「
公
民
館
の
ウ
イ
ン
グ
を
拡
げ
る
～
社
会
変
化
と
住
民
自

治
～
」（
講
師
・
牧
野
篤
氏
）
を
開
催
。
委
員
７
名
参
加
。

８
・
１０　

［
第
２２
回
定
例
会
］「
ふ
り
か
え
る
会
」
に
つ
い
て
各
グ
ル
ー
プ
討
議
の
ま
と

め
を
報
告
。
記
録
集
の
ま
と
め
方
・
日
程
等
を
討
議
。
公
民
館
だ
よ
り
７００
号

へ
の
抗
議
文
等
に
対
す
る
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会
の
意
見
を
報
告
。

９
・
１　

都
公
連
委
員
部
会
研
修
（
講
師
・
長
澤
成
次
氏
）。
委
員
１
名
参
加
。

９
・
１１　

［
第
２３
回
定
例
会
］「
ふ
り
か
え
る
会
」
の
記
録
集
に
つ
い
て
討
議
、
グ
ル

ー
プ
討
議
ま
と
め
は
各
グ
ル
ー
プ
の
も
の
を
掲
載
。
第
３１
期
「
活
動
の
ま
と

め
」
を
検
討
。

１０
・
９　

［
第
２４
回
定
例
会
］「
ふ
り
か
え
る
会
」の
記
録
集
の
検
討
、タ
イ
ト
ル
を
「
み

ん
な
で
話
そ
う
公
民
館
講
座
―
市
民
と
職
員
で
『
学
び
』
を
ふ
り
か
え
る
会

実
施
記
録
―
」
と
決
定
。
第
３１
期
「
活
動
の
ま
と
め
」
の
検
討
。
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お　話　山口　真美（中央大学）

私たちは毎日、たくさんの顔と出会います。鏡で見つめ
る自分の顔、ちょっと気になるあの人の顔。
たくさんの顔の中から、どうしてあの人を見分けられる

の？表情と感情はどうつながっているんだろう？美女や美
男子の方が得するって本当？それとも、実は……？
「顔」は自分と社会をつなぐ接点ともいえ
る、と山口さんはおっしゃいます。そんな
「顔」にまつわる様々な不思議を、心理学の
立場から解き明かしてもらいましょう。

〈山口さんの本〉
『自分の顔が好きですか？―「顔」の心理学』（岩波書
店）、『損する顔　得する顔』（朝日新聞出版）ほか

と　き　１２月１₄日（金）夜７時～９時
ところ　公民館　地下ホール　　定員　８０名（当日先着順）
＊申込は不要です。ご自由においでください。

個人的・集団的力量を発達させる権利である。

監督・脚本　浦山桐郎　原作　早船ちよ　脚本　今村昌平
撮影　姫田真佐久　音楽　黛敏郎
出演　	吉永小百合、市川好郎、浜田光夫、東野英治郎、小

沢昭一、吉行和子、殿山泰司、加藤武、北林谷栄、
杉山徳子、菅井きん、浜村純　ほか

鋳物の町として知られる埼玉県川口市を舞台に、鋳物工
場に勤める職人の父を持つ、１５歳のジュン（吉永小百合）
とタカユキ（市川好郎）の姉弟が、貧しい家庭環境の中で
様々な問題を抱えながらも、明るさを忘れず、けなげに生
きてゆく姿を描き、さわやかな感動を呼ぶ名作。ジュンを
瑞々しく演じた吉永小百合は弱冠１７歳で見事ブルーリボン
賞主演女優賞を受賞。これは当時の演技賞最年少受賞記録
であり、一躍スター女優の仲間入りを果たした吉永小百合
は、本作をきっかけに日本映画を代表する大スターへと成
長してゆく。

〈シネマトーク〉「吉永小百合と日活青春映画」
� 北里　宇一郎（脚本家）

上映終了後、脚本家の北里宇一郎さんに、日活の黄金時
代を支えた青春映画のスターたちについてお話をうかがい
ます。

と　き　１２月１６日（日）昼２時～５時（開場昼１時）
ところ　公民館　地下ホール　定員　８５名（当日先着順）

＊	ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

講　師　長谷川　宏（哲学者）

ヘーゲルの翻訳や哲学研究で多くの著書を出している長
谷川宏さんを講師に、６月に発刊された『幸福とは何か』
をテキストとして取り上げます。
幸福とは何か。人類は生誕から今日まで自問自答してき
ました。この問いに古今東西の哲学者たちはどう向き合っ
てきたのか。日常生活の目線から幸福のかたちを長谷川さ
んとともに探してみましょう。

〈長谷川さんの著訳書〉
ヘーゲル『精神現象学』の翻訳でドイツ連邦政府翻訳賞
受賞。『高校生のための哲学入門』（ちくま新書）、『ことば
をめぐる哲学の冒険』（毎日新聞社）、『双書哲学塾　生活
を哲学する』（岩波書店）、『ちいさな哲学』（春風社）ほか
多数。

※�テキストの『幸福とは何か』（中央公論新社）をご用意
ください

と　き　�１月１２日、１９日、２６日、２月９日、１６日（全５回）
　　　　土曜日、昼２時～４
時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　	２７名（申込先着順、

全回出席できる方）
　　　　�市内在住者優先、定

員に達しない場合は
市外在住者も参加可能

申込先　	１２月１１日（火）朝９時～
	 	公民館☎（５７２）５１４１

〈C
シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX　シネマトーク〉

『キューポラのある街』
₁₉₆₂年　日活　白黒　₁₀₀分　※ＤＶＤ版

講　師　大野　亮司（亜細亜大学・日本近代文学）

と　き　１２月１３日（木）夜７時～９時
ところ　公民館　３階講座室
申込先　公民館☎（５７２）５１４１
＊この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が読み
を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

〈くにたちブッククラブ　幻影を追う、記憶をたどる〉

佐藤春夫『美しき町』
（『美しき町・西

ス ペ イ ン

班牙犬
けん

の家』所収、岩波文庫）

〈哲学講座〉

長谷川宏さんと読む「幸福とは何か」

〈図書室のつどい〉

「顔」についての心理学
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矢川駅
至立川

至川崎

多摩川土手

至国立駅
矢川駅

JR南武線

くにたち郷土文化館

国立泉団地

都営泉二丁目
アパート1号棟1階

国立泉団地入口

くにたち南市民プラザ

国道20号

くにたち南
市民プラザ

甲州街道
中央高速道 至新宿

学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

冬は木々の葉が落ち、野鳥観察に最適の季節です。１２月
は座学で写真等を見ながら解説してもらいます。１月は城
山周辺、２月は多摩川周辺で野鳥観察を行います。ぜひ、
３回続けてご参加ください。皆さんと一緒に国立の鳥を観
察してみましょう。

講　師　�佐伯　元行（国立あおいとり保育園　園長）	
中島　徹也（くにたち探鳥会）

◆第１回　１２月１６日（日）朝１０時～１２時頃
　　　　　南市民プラザ（座学）
◆第２回　１月２７日（日）朝９時３０分～１２時頃
　　　　　城山周辺（観察会）
◆第３回　２月１７日（日）朝９時３０分～１２時頃
　　　　　多摩川周辺（観察会）
集合・解散　第１回　南市民プラザ（会議室）
　　　　　　第２回　郷土文化館前
　　　　　　第３回　南区公会堂前
持ち物　筆記用具、お持ちの方は野鳥図鑑、双眼鏡等
定　員　各回１５名（申込先着順）
※観察会が荒天の場合は中止にします。
申込先　１２月７日（金）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１
■南市民プラザへのアクセス

地域で日本語を学んでいる外国にルーツのある方々に、
日本語を教えてみたいと考えている方のための講座です。
日本語を教える際に必要なことを、理論・実践の両方から
学んでいきます。（全８回）
※	講座終了後に、日本語サポートボランティアに参加す
ることもできます。

◆総論篇：１月８日（火）
　～地域の日本語ボランティアの役割とは～
講　師：林川　玲子�
� 　（東京日本語ボランティア・ネットワーク）

◆体験篇：１月１５日（火）
　～日本語学習者の気持ちになってみよう～
講　師：ムラドリ　アイダン	
	 　（一橋大学　言語社会研究科）

◆理論篇：１月２２日、２９日、２月５日（火）
　～日本語教育のための文法事項や文型について～
講　師：庵　功雄（一橋大学・日本語教育）

◆実践篇：２月１２日、１９日、２６日（火）
　～地域日本語教室の現状理解と実践演習～
講　師：志村　ゆかり�
	 　（関西学院大学　日本語教育センター）

時　間　いずれも火曜日、夜７時～９時
定　員　２５名（申込先着順）
	 ＊市内在住者・全回出席できる方優先
　　　　　定員に達しない場合は、市外在住者も参加可能
ところ　公民館　３階集会室
費　用　テキスト代実費　※２，２００円程度
	 （『にほんごこれだけ！１・２』ココ出版）
申込先　１２月１２日（水）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

ゴールボールは、目隠しをして鈴入りのボールを転が
すように投球し合い、ゴールを競うチームスポーツです。
今回は実際にやってみます。世界でも活躍されている
高田選手に、競技のコツやハイレベルな試合の様子につ
いてご紹介いただきます。ぜひお気軽にご参加ください。

講　師　高田　朋
とも

枝
え

（	北京パラリンピックゴールボール代表
選手、日本パラリンピアンズ協会理事）

コーディネーター　川田　幸
さち

生
お

（一橋大学大学院生）

と　き　１月１２日（土）昼１時～３時（＊現地集合・解散）

地域で日本語支援をしたい人のための

日本語教育入門くにたち野鳥観察

〈パラスポーツ体験講座　第２弾〉

ゴールボールをやってみよう
～見えない世界で思いっきり投げた後のドキドキ～

ところ　国立市第八小学校　体育館
定　員　２０名（申込先着順）
服　装　長袖、長ズボン、体育館履き（必須）
申込先　	１月１２日（土）朝１０時までに電話で申し込みく

ださい。
　　　　公民館☎（５７２）５１４１

▼�意外と重くて固いボール
とアイシェード（目隠し）

▲�勇気をもってブロック

＊
Ｊ
Ｒ
南
武
線
矢
川
駅
よ
り
徒
歩
１５
分

＊
立
川
バ
ス
：「
国
立
泉
団
地
」
バ
ス
停
下
車
１
分
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http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kouminkan/

講　師　山本　佳奈枝（銅版画家）
	 さかた　きよこ（銅版画家）

興味はあるけど、難しそう？　どうやって創るのかな？　
そんな疑問に応えながら銅版画創作を楽しむ、初心者向け
のワークショップです。銅版画ならではの繊細な線で小さ
な作品を創ります。集まった仲間とともに作業の時間を楽
しみながら、作品を創ってみませんか。出来上がった作品
はロビーで展示する予定です。

公民館で活動している市民グループに継続的に参加する
場合に限り、活動時間中に公民館の保育室で保育を行いま
す。来年度（２０１９年４月～）保育を希望するグループ、考
えているグループは１月末までに公民館へお知らせくださ
い。

〈保育室開室時間〉
火曜日～金曜日　午前１０時～１２時
　　　　　　　　午後２時～４時
土曜日　　　　　午前１０時～１２時

東京都公民館連絡協議会主催の研究大会が開催されます。
今年度は、午前中は基調講演、午後は下記４つの課題別
集会に分かれて東京の公民館に関わる英知を結びます。
近年、社会教育を取り巻く環境は、大きく変容していま
す。教育の力をどのように発揮するのか、任せる地域づく
りから、住民が自ら参画する力に学びの力をどのように結
びつけるかを探る大会にしたいと思います。

■基調講演　牧野　篤さん（東京大学大学院教授）

■４つの課題別集会
①	社会教育関係団体に“地域への貢献”は求められるべきか
②地域づくり事業の実践～多摩コンファレンス～
③市民と職員の相互作用を考える
④公民館講座受講後の展開
　　　～学びを活かして活動するには～
どなたでもご参加できます。お気軽にお問合せください。
＊詳細は公民館にある大会開催要項をご覧ください。

と　き　２月３日（日）朝１０時～夕４時
ところ　東大和市立中央公民館ホール　ほか
参加費　１，０００円
申込・問合先　国立市公民館　☎０４２（５７２）５１４１

と　き　１月２０日、２月３日、１７日、３月３日
	 いずれも日曜日　昼２時～５時
ところ　公民館　３階実習室
定　員　１０名（申込先着順）
対　象　原則休まずに出席できる方
	 	市内在住、在学、在勤、はじめて参加する方を優

先します。
材料費　１，０００円（ニードル、銅板、版画紙など）
持ち物　８×１０㎝の下絵（タテヨコ自由）
	 エプロン（汚れてもよい服装）、筆記用具
申込先　１２月１５日（土）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

第₅₅回東京都公民館研究大会

どうなる？どうする？社会教育
～連携・協働・参加の成果を発信しよう～

〈要　件〉
市内在住の学齢前の子ども。毎週火曜日、毎週水曜

日というように定期的に通えること。
＊詳細は公民館へお問い合わせください。
公民館☎（５７２）５１４１

銅版画（エッチング）とは、銅板に描いた絵を腐蝕さ
せて版を作り、できた凹部にインクを詰めて紙をの
せ、プレス機で刷って作る版画です。

はじめての銅版画

すまいてめつを
クン

イ

うま
く刷れたかな？

わきあいあいと作業しています

来年度、保育を希望するグループは
� お知らせください
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公民館運営審議会は、市民の立場から公民館事業などに
ついて調査・審議する委員会です。

会場調整会やチラシで呼び
掛けた「公民館をキレイにし
よう！」。
１０月１５日（月）午後、市民

と職員総勢２７名で階段手すり
及び図書室カウンター前と事
務室内の柱のペンキ塗り、地
下ホールの壁の修理を行いま
した。公民館内が明るく、きれいになりました。

呼び掛け
・	第６３回くにたち市民文
化祭実行委員会

・	公民館利用者連絡会
・	くにたち地域外国人の
ための防災連絡会

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

が
結
論
に
至
ら
な
く
、
副
委
員
長
・
社

会
教
育
学
習
会
担
当
・
東
京
都
公
民
館

連
絡
協
議
会
委
員
部
会
委
員
の
選
出
と

合
わ
せ
、
引
き
続
き
話
し
合
う
こ
と
と

な
っ
た
。

尚
、
社
会
教
育
委
員
の
会
委
員
推
薦

に
つ
い
て
は
、
任
期
が
来
年
４
月
末
ま

で
の
た
め
、
次
回
以
降
に
話
し
合
う
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
公
民
館
だ
よ
り

編
集
研
究
委
員
に
は
、
山
根
浩
子
氏
、

鴇
田
美
緒
氏
、
末
光
翔
氏
が
選
出
さ
れ

た
。

報
告
事
項

事
務
局
よ
り
、
東
京
都
公
民
館
連
絡

協
議
会
主
催
の
研
究
大
会
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
等
を
行
っ
た
。

次
回
、
１２
月
１１
日
（
火
）
午
後
７
時

１５
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。（
公
民
館
）

１１
月
１３
日
（
火
）
第
３２
期
第
１
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１４
名
、
教
育
長
、

館
長
、
職
員
２
名
が
出
席
。
傍
聴
３
名
。

は
じ
め
に
教
育
長
か
ら
各
委
員
に
委

嘱
状
を
伝
達
（
任
期
は
平
成
３２
年
１０
月

３１
日
ま
で
の
２
年
間
）。
教
育
長
挨
拶

で
は
、
文
教
地
区
運
動
か
ら
国
立
市
公

民
館
の
建
設
や
公
民
館
運
営
審
議
会
設

置
に
至
る
歴
史
、
現
在
策
定
が
進
め
ら

れ
て
い
る
生
涯
学
習
振
興
・
推
進
計
画

に
つ
い
て
の
話
等
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
各
委
員
の
自
己
紹
介
が
行

わ
れ
、
委
員
長
、
副
委
員
長
等
の
選
出

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
最
初
に
委
員

長
の
立
候
補
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
２

名
の
立
候
補
が
あ
り
議
論
が
行
わ
れ
た

く
に
た
ち
音
楽
祭　

出
演
団
体
募
集

第
４４
回
く
に
た
ち
音
楽
祭
（
来
年
６

月
９
日
、
く
に
た
ち
芸
小
ホ
ー
ル
）
に

出
演
す
る
市
内
の
合
唱
・
器
楽
サ
ー
ク

ル
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
締
め
切

り
１２
月
２０
日
。
詳
細
は
連
絡
先
ま
で
。

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル

連
絡
先　

青
山
（
５７４
）
１
５
１
５

数
学
を
楽
し
む
教
室
（
１２
月
期
）

第
一
部
は
一
般
の
方
、
第
二
部
は
中

高
生
が
対
象
で
す
。
手
も
動
か
し
、
数

学
に
関
心
が
な
か
っ
た
方
に
も
こ
ん
な

に
面
白
く
身
近
な
の
だ
と
感
じ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
１２
月
１
日
㈯
、２３
日
㈰
昼
１
時
～

場
所　

公
民
館　

集
会
室
・
小
集
会
室

連
絡
先　

三
浦
０７０
（
５０８４
）
８
５
７
１

会
員
募
集　

社
交
ダ
ン
ス
絆

健
康
と
仲
間
づ
く
り
に
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
男
女
プ
ロ
指
導
者
に
よ
る
指

導
。
初
心
者
歓
迎
。
中
級
者
も
満
足
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

昼
３
時
～
５
時

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

櫻
井
０９０
（
５３５９
）
４
８
４
６

ひ
ろ
ば

（
８
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

第３２期国立市公民館運営審議会発足

公民館をキレイにしよう！

� でピカピカ
4 4 4 4

になりました！

柱が真っ白になりました！

きれいな壁に変身！

第
３１
期
国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会

が
、
今
年
１
月
7
日
（
日
）
に
行
な
っ

た
「
み
ん
な
で
話
そ
う
公
民
館
講
座
―

市
民
と
職
員
で
『
学
び
』
を
ふ
り
か
え

る
会
―
」
を
実
施
記
録
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。

公
民
館
図
書
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

公
民
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「
み
ん
な
で
話
そ
う
公
民
館
講

座
―
市
民
と
職
員
で『
学
び
』

を
ふ
り
か
え
る
会
実
施
記
録

―
」を
発
行
し
ま
し
た
。

（注）１：学校教育関係者　２：社会教育関係者
　　 ３：家庭教育関係者　４：学識経験者

（任期：平成３０年１１月１日から平成３２年１０月３１日まで）

氏　　名 所属・役職（推薦団体・機関）

１ 若林　秀一 国立市立小・中学校副校長会

２

今村　和義 心遊会

隈井　裕之 くにたち地域コラボ

山根　浩子 公民館利用者連絡会

鴇田　美緒 くにたち子ども劇場

龍野　瑶子 加害者としての戦争を語る会

髙野　宏　 国立市商工会

末光　翔　 青年室利用者連絡会

富田　和枝 哲学読書会

深川　彌生 いちょう並木国立自治会

天野　聖子 社会福祉法人多摩棕櫚亭協会

池田　祐子 KUNIFA日本語サポート

３ 三好　紀子 民生委員・児童委員

４
大串　隆吉 首都大学東京名誉教授

青山　鉄兵 文教大学人間科学部人間科学科准教授
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な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
開
会
は

讃
美
歌
を
皆
で
歌
う
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
心
地
よ
い
や
さ
し
い
歌
声
に

包
ま
れ
ま
す
。

聖
書
研
究
会
で
は
、
新
約
聖
書
と
旧

約
聖
書
を
月
替
わ
り
で
交
互
に
取
り
上

げ
、
一
章
ず
つ
順
々
に
読
み
進
め
て
い

る
そ
う
で
す
。
レ
ポ
ー
タ
ー
は
数
人
が

交
代
で
担
当
し
、
今
回
は
加
納
さ
ん
。

今
日
の
対
象
は
旧
約
聖
書
の
「
イ
ザ
ヤ

書
」
第
１５
章
で
、
皆
で
輪
読
し
た
後
、

預
言
者
イ
ザ
ヤ
が
活
動
し
た
時
代
背
景

や
政
治
情
勢
な
ど
、
紀
元
前
８
～
６
世

紀
の
地
図
を
示
し
な
が
ら
の
解
説
に
よ

り
、
た
だ
読
ん
だ
だ
け
で
は
よ
く
分
か

ら
な
か
っ
た
内
容
へ
の
理
解
が
深
ま
り

ま
す
。

参
加
者
の
感
想
か
ら
は
、
聖
書
に
書

か
れ
た
こ
と
を
た
だ
古
典
と
し
て
理
解

す
る
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
大
国
か
ら

攻
め
ら
れ
難
を
逃
れ
て
家
財
・
家
畜
も

持
て
る
だ
け
持
っ
て
逃
げ
る
様
子
を
、

現
代
の
難
民
問
題
と
も
重
ね
合
わ
せ
て

捉
え
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
共
生
、
困
っ
て
い
る
人
へ
の
思
い

や
り
の
話
は
、
西
日
本
の
豪
雨
に
よ
る

高
齢
の
被
災
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
話

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
４０
代
か
ら
９０
代
ま
で
幅
広

く
十
数
名
。
家
族
連
れ
で
参
加
す
る
方

も
あ
る
と
の
こ
と
。
キ
リ
ス
ト
教
の
信

者
で
あ
る
か
は
問
わ
な
い
そ
う
で
す
。

客
観
的
、
学
問
的
な
方
法
で
人
間
と
し

て
の
生
き
方
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
大
学
の
講
義
と
同
じ
く
ら

い
充
実
し
て
い
る
」「
何
を
言
っ
て
も

自
由
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
発
足

は
な
ん
と
１
９
６
５
年
、
木
造
の
公
民

館
か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
。
聖
書
を
深
く

読
む
こ
と
で
、
自
分
の
生
き
方
を
考
え

る
場
に
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
自
由
で
オ
ー
プ
ン
な
こ
の
会

に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

日
時　

第
４
日
曜
朝
１０
時
半
～
１２
時
半

場
所　

公
民
館　

中
集
会
室

連
絡
先　

加
納
０３
（
３５２０
）
９
７
３
３

�

︿
文
・
写
真　

鴇
田　

美
緒
﹀

第
９
回
東
日
本
大
震
災
写
真
展

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
３
・
１１
か
ら

七
年
が
経
ち
ま
し
た
。
津
波
被
災
地
の

ひ
と
つ
、
岩
手
県
釜
石
市
の
震
災
直
後

と
そ
の
後
の
街
の
姿
を
記
録
し
た
比
較

写
真
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

日
時　

１２
月
１１
日
㈫
～
１６
日
㈰

場
所　

公
民
館　

市
民
交
流
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

古
川
０９０
（
９２３０
）
１
４
９
８

江
戸
庶
民
の
暮
ら
し
を
知
る
会

江
戸
時
代
の
人
は
何
を
食
べ
て
い
た

の
？
仕
事
や
住
居
は
？
結
婚
は
？
江
戸

の
人
達
の
暮
ら
し
を
面
白
お
か
し
く
知

ろ
う
！
講
師
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
演
芸
解

説
で
お
馴
染
み
、
作
家
の
稲
田
和
浩
氏
。

日
時　

１２
月
２２
日
㈯　

夜
７
時
半
～

場
所　

公
民
館
集
会
室　

会
費
５００
円

連
絡
先　

中
島
０８０
（
５４６６
）
６
１
８
０

第
₄₆
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
お
知
ら
せ

参
加
種
目
１０
㎞
、
５
㎞
、
３
㎞
参
加

資
格
小
学
生
以
上
健
康
な
男
女
。
参
加

費
高
校
生
以
上
５００
円
、
中
学
生
３００
円
、

小
学
生
無
料
。
当
日
受
付
徴
収
。
午
前

１０
時
ス
タ
ー
ト
。

日
時　

元
旦
朝
９
時
ま
で
に
集
合
。

場
所　

多
摩
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

連
絡
先　

立
石
０９０
（
８３３１
）
７
０
９
５

つ
き
た
て
餅
を
一
緒
に
食
べ
よ
う
‼

年
長
～
小
５
男
女
対
象
。
費
用
１００
円
。

（
保
険
料
込
）小
学
生
未
満
保
護
者
同
伴
。

申
込
１２
／
２９
迄
。
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

あ
り
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
国
立
２
団

日
時　

１
月
１３
日
㈰　

朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

市
内
の
集
会
所
（
予
定
）

連
絡
先　

大
島
（
５７５
）
３
４
６
６

	
chie-pion-0917@

docom
o.ne.jp

﹁
太
陽
と
昴
の
会
﹂
新
年
茶
話
会

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
・
注
意
欠
陥

・
多
動
性
障
害
・
学
習
障
害
を
考
え
る

会
で
す
。
日
頃
の
困
っ
た
こ
と
な
ど
、

一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？
小

さ
な
お
子
様
連
れ
で
も
大
丈
夫
。

日
時　

１
月
１４
日
（
月
・
祝
）
１０
時
半

場
所　

国
立
市
内　

申
込
時
お
知
ら
せ

連
絡
先　

鈴
木
０８０
（
３４４３
）
６
３
９
５

公
民
館
　
年
末
年
始
の

 

お
知
ら
せ

１２
月
２９
日
︵
土
︶
～

�

１
月
３
日
︵
木
︶

こ
の
期
間
は
、
公
民
館
全
体
が

お
休
み
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
２
月
分
の
会
場
調
整
会

は
、
１
月
５
日
︵
土
︶
朝
１０

時
か
ら
行
い
ま
す
。

参
加
申
込
書
投
入
期
限
は
１２

月
２７
日︵
木
︶午
後
１０
時
で
す
。

　

通
常
よ
り
一
週
間
早
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
「
ひ
ろ
ば
」

 

写
真
募
集
中
＊

国
立
の
風
景
や
行
事
、
自
然
な

ど
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
公
民
館

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

ひ
ろ
ば

（
７
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

︿
サ
ー
ク
ル
訪
問
３
２
７
﹀

国
立
聖
書
研
究
会

はじめと終わりは賛美歌で♪

紅
葉
の
大
学
通
り

榎
戸　

征
治
（
く
に
た
ち
写
遊
会
）


